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4．　 地盤挙動　地盤の 繰返 し載荷 （交通荷重 ・波浪等）

総　括

　　　　　　　　　　　　　　　　 東京理科大学 　塚本　良道

　 本 セ ッ シ ョ ソ で は ，表一1 に 示 す 合 計 8編 の 研 究発表 （733〜

740） が 行わ れた 。 繰 返 し載荷を受 け る 地盤 の 問題 が 多種多様 で

ある こ とか ら も予 想 され る とお り，本セ ッ シ ョ ン に お け る発表論

文 の 研究 内 容 も多岐に わ た る もの で あった
。

　主 軸 テ ーマ で ある 「波浪 ・交通 荷重 を 想定 した 地 盤 の 繰返 し載

荷」 の 問 題で は，波浪 を 受け る礫 斜面下 の 砂 質地 盤 ・交通荷重 を

受 ける し らす 地 盤 な どを 想 定 した，地 盤 内の 液状 化現象の 伝播 に

着 目 した 研 究 が 主 流 で あ っ た。す なわち，地盤 内の 過剰間 隙水 圧

の 発生 ・
伝播 ・消散過程，また そ れ に伴 う流 動 現 象 の ，室 内模型

実験
・
遠心載 荷模 型実験 に よる解 明 へ の 取 組 み で ある。また，波

浪 に よ る地盤 の液 状化の 研 究で は ，理 論 的な ア プロ ー
チの 取組み

が行わ れ，完全液状 化に 至 っ た地 層 を 高密度流体，未 液状 化層 を

弾塑 性体 と仮定 して モ デ ル 化 し解 析解 を得る こ とに よ り，完全液

状化層 の 先端位 置で ある 液状化フ ロ ン トの 進展 に つ い て，地盤の

排水 条件 とあ い ま っ て 議論を加 えて い る （T36）。昨今の め ざま し

い waterfront の開発にあ い ま っ て ，水 際地 盤 の 安定 問題 は今後

も重要な テ
ー

マ で あ る こ とは間違 い な い と考 え られ る 。

　興味 を 引 い た 研究 内容 と して は，「地盤の 締固 め 工 法」 に 関す

る 発表 で あ った 。特 に 本 セ ッ シ ョ ン で 発表 され た 2編 の 論 文

（T33，734） は，吸 水 を併用 し た振 動締 固 め 工 法 に よ る地盤 の 締

固め 効果 の評 価を，そ れ ぞ れ 室内模 型実験 ・現 場実験 にお い て サ

ウ ン デ ィ ン グ 試験 に よ り検証 して い る。サ ン ドコ ン パ ク シ ョ ン パ

衰
一1　 研究内容の 分類 （8編）

項　 　 日
発表
件数

内　　 　 　 　 　 容

締固め工 法

一．「
2

羽 眼付 き ロ ッドに よ る 振動吸 水締固め （733 ），吸水 式振動

締固め 工 法 （73の

波浪
2

礫 斜面下 砂質 地盤の 液状化 ・流動変形 （735L 液状 化 7 卩

ン ト 〔736）

交通荷重 1 しらす地盤 内の 液状化 伝播 （738）

振動遮断 1 多層構造型 防振 壁 （74 

その他
2

セ メン ト改良 粘土の 繰 返 し圧 密 （737），鉛直繰 返 し荷重 を

受 ける基礎 の Shakedown挙動 〔739）

イル 工 法 ・バ イ ブ ロ フ 凵
一

テ
ー

シ 日 ソ 工 法
・重錘落 下 法 な どの従

来工 法 に加 え，最近 に な り締固 め 工 法 の 種 類 も増大 して き て お り，

個 々 の 工 法 の 締固め 効 果の 検証が 望 まれ る と こ ろ で ある 。よ り効

率 の 良 い 締 固め工 法の 開発 ・実用 化 とともに，そ の 工 法 の もつ 地

盤 の 締固 めの メ カニ ズム の 解 明，締固め効 果の 評価方法 の確立 な

ど，今後の 研究 に待 つ とこ ろが大 きい 分 野 で ある。こ の 分野 にお

け る，今後の 研究 の 更な る進 展が期待 され る。

　本セ ッ シ ョ ソ に お け る も う一つ 重要な テ
ー

マ と して ，
「地 盤内

を伝播す る振動 の遮断」の 問題が ある。今 回は 特に，地中連続壁

上 に位 置す る加振源 か ら発 せ られ る地盤 内伝播振動 の ，防振壁 に

よる 遮断効果 に つ い て ，解 析的 に 評価 した 研究 発表 が 行わ れた。

今後，先の 振動締 固め 工 法 の 近接施工 例 も増加 して い くこ とが予

想 さ れ，地 盤 内伝播 振動の 防振 に か か わ る分野 の 更な る研究の 進

展 が 待た れ る とこ ろ で あ る。

4． 地盤 挙動　岩盤 （解析的検討 ， 実験的 ・実証的検討）

総　括

　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸大 学 芥川　真一

　大 分類 の 地盤挙動 の 中で ，岩盤 に関 して は二 つ の セ ッ シ ョ ソ に

わ た っ て 「解析的検討」．お よ び 「実験的 ・実証的検討」 の プ ロ

グ ラム が合計 14編の 報 告か ら編 成 された。前 半 の 解析的検 討 に

関 す る セ ッ シ ョ ン で は岩盤 力学 に おけ る解 析 に 関 して 8編 の 報

告 があ っ た。ま ず，個別要 素法 の 適 用 に関 す る 3 編の発表 で は ，

741が岩盤 斜面 の 崩壊 と支保構造 の 最適 化 に つ い て，743が 不 連続

面 分布 とフ ラ ク タ ル の 関 係 に つ い て，さ らに ，747が潜在 的な 亀

裂 の 進 展方向 を考慮 した 解析手法 の 可能 性 に つ い て の 報告 で あ っ

た。745，746で はマ ニ フ ォ
ール ド法 に関 す る解析 事例が報 告 され

た。有限要素法 とは 異 な る論理 で 解析 が行 われ る この 手法 に つ い

て 弾 塑性 解析 結果の 検証 と，4 節点 ア イ ソパ ラ メ トリ ッ ク要 素の

適用 に つ い て 検討さ れて い る。解析手法 の 実問題 へ の 適用例 と し

て は 744の 斜面 崩壊事 例の 分 析 があ っ た。742で は 深層基 礎周 面 せ

ん断抵 抗の 試験 結果を簡 易な非線形 モ デ ル で シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ソ し

た 例 が報告 さ れ た。ま た，749で は マ ソ トル の 粘 弾性挙動 を考 慮

した 地殻の 移動 メ カニ ズム が論 じられて い る。

　後半の，実験 的 ・実証的検討の セ ッ シ ョ ン で は室内実験，原位

置 試験，原 位置 計測，情報 化 施工 な どに 関 して 6 編の 発表 があ

った。こ れ らを大別す れば 変形，応 力 （強 度 ）．そ の両者 に か か

わ る もの の E つ の分 類 され る。こ の 内，変形 に 関す る報告は 755，

756で あ っ た。755は精密写 真測 量 手 法 の 応 用 と して ，不 連 続面 の
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表
一1　 研 究内容の 分類 （14編）

項　 　目
発表
件数

内　 　 　 　　 　 容

岩 盤の 強度
2

ア ス ペ リテ ィ
ー

に 注 目 した 岩盤 不 違続面の 強度 （751），凍

結
・融解に よ る 強度劣化 （754 ）

岩 盤の 変形挙 動
2

績密 写頁測 量手 法の 応用 （755 ），不 連続性岩 盤におけ る空

洞掘 削問題 の室 内試験 〔756 ）

個 別要索浩
3

個別 要素法 に よる 解析事例 （斜面 （741），地下空 洞 （743），
亀裂発生の モ デル （747）〕

マ ニ フ ォール ド法 2 弾塑 性 解析 （745），
．
4 節点要 素の 開発 （746）

原 位置試験
2

深層 基礎周 面せ ん断抵抗 の試 験 （742 ），平板載 荷試験 にお

ける載荷盤 の強 度の 影響 （753）

斜 面崩落 1 実崩 落事例の 検証 （744）

施 ．匸 1 親杭を省略した直 掘工 事 〔75 

地 殻の 力学 1 地殻深部 に おけ る 地盤の 挙動 （749）

走 向 ・傾 斜を タ
ー

ゲ ッ ト無 しで測 定す る方 法 の適用性 に つ い て 示

した もの で あ る。この 方法は ，危 険作業 とな る切羽観 察の 効率化

・
省人化が図 ら れ る こ とか ら，この 手法 の 実用化 が期 待 され る も

の で あ る。756は 当発表の 筆者 ら が こ れ ま で に DEM を用 い て 数

値解 析に よ り検討 を加 えて きた大 規模地 下空洞 の構築に 伴う不 連

続性 岩盤 の 変形挙動 に つ い て，模型 を用 い たペ ース フ リクシ ョ ン

試験に よ り検討を加 えた もの で あ る。次に ，応力 （強度）関す る

報告は 751，754で あ っ た 。 751は岩盤 の 不 連続面 の 強度特 性 につ

い て，せ ん 断過程 で の 凹凸 （ア ス ペ リテ ィ
ー
）の 削れ に着 目 した

強 度推定式 を 提案 す る もの で あ る。754は 岩の 凍 結 ・
融 解 に 伴 う
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